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─────────────────────────────────────────────────────────── 

 
 
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

監 査 公 表 第 １ ７ 号  

令 和 ６ 年 ３ 月 22 日 監 査 公 表 第 ８ 号 に よ り 公 表 し た 監 査 結 果 に つ い て 、 地 方 自 治 法 （ 昭

和 2 2 年 法 律 第 6 7 号 ） 第 1 9 9 条 第 1 4 項 の 規 定 に 基 づ き 、 福 島 県 知 事 か ら 次 の と お り 措 置 状 況

の 通 知 が あ っ た の で 、 同 項 の 規 定 に よ り こ れ を 公 表 す る 。  

令 和 ６ 年 ７ 月 ９ 日  

福 島 県 監 査 委 員   満   山   喜   一  

福 島 県 監 査 委 員   三   瓶   正   栄  

福 島 県 監 査 委 員   渡   辺       仁  

福 島 県 監 査 委 員   高   橋   宏   和  

                                                            ６ 財 第 2 6 0 号  

                                                            令 和 ６ 年 ４ 月 30 日  

福 島 県 監 査 委 員   満   山   喜   一  

福 島 県 監 査 委 員   三   瓶   正   栄  
様  

福 島 県 監 査 委 員   渡   辺       仁  

福 島 県 監 査 委 員   高   橋   宏   和  

                                                  福 島 県 知 事   内   堀   雅   雄  

定 期 監 査 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て （ 通 知 ）  

令 和 ６ 年 ３ 月 1 5 日 付 け ５ 福 監 第 3 9 3 号 で 報 告 の あ り ま し た こ の こ と に つ い て 、 別 紙 の と

お り 措 置 を 講 じ ま し た の で 、 地 方 自 治 法 第 19 9 条 第 14 項 の 規 定 に よ り 通 知 し ま す 。  

（ 別 紙 様 式 ）  

定 期 監 査 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て  

  監 査 対 象 機 関   喜 多 方 建 設 事 務 所  

  監 査 対 象 年 度   令 和 ４ 年 度  

  監 査 実 施 年 月 日   令 和 ６ 年 ２ 月 ９ 日  

 

指   摘   ・   勧   告   事   項 措   置   状   況  

 

「 指 摘 事 項 」                          （ 原 因 ）                               

令和 6 年 7 月 9 日　 火曜日 福 島 県 報 号外第41号1



─────────────────────────────────────────────────────────── 

 
 
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

  河 川 敷 占 用 料 の 調 定 事 務 に つ い て 、 著   今 回 の 誤 徴 収 の 原 因 は 以 下 の と お り で  

し く 適 正 を 欠 い て い る も の が あ る 。      あ る 。                                 

 １   担 当 者 の 関 係 規 程 の 理 解 が 十 分 で は  

「 事 実 」                                な く 、 徴 収 対 象 、 単 価 及 び 算 定 方 法 を  

  河 川 区 域 に お け る 土 地 占 用 料 （ 河 川 敷   誤 っ て 占 用 料 を 算 定 し た 。             

占 用 料 ） に つ い て 、 令 和 元 年 度 か ら 令 和 ２   担 当 課 長 等 複 数 の 職 員 に よ る チ ェ ッ  

５ 年 度 ま で に 、 二 重 徴 収 や 算 定 方 法 誤 り   ク 機 能 が 十 分 に 働 い て い な か っ た 。     

な ど に よ る 過 大 徴 収 が ３ 件 4 3 7 , 6 0 0 円 、 ３   占 用 料 の 調 定 の た め に 作 成 し て い る  

単 価 誤 り や 算 定 方 法 誤 り な ど に よ る 過 少   占 用 者 ご と の 一 覧 表 に 重 複 し て 占 用 許  

徴 収 が ４ 件 7 6 2 , 0 0 0 円 、 合 計 ７ 件    可 台 帳 の デ ー タ を 入 力 し た 。           

1 , 1 9 9 , 6 0 0 円 の 誤 徴 収 を 行 っ て い る 。       

 （ 処 理 状 況 ）                           

「 是 正 又 は 改 善 の 意 見 」                  誤 徴 収 の あ っ た 占 用 者 に 対 し 経 緯 説 明  

  河 川 敷 占 用 料 の 収 入 調 定 に 当 た っ て は 、 及 び 謝 罪 を 行 っ た 上 で 、 過 大 徴 収 に つ い  

チ ェ ッ ク 体 制 を 強 化 す る と と も に 、 関 係 て は 令 和 ５ 年 ６ 月 3 0 日 に 還 付 加 算 金 を 含  

規 程 に 基 づ き 適 正 に 行 う こ と 。          め て 返 還 を 行 い 、 過 少 徴 収 に つ い て は 令  

 和 ５ 年 ７ 月 28 日 ま で に 不 足 分 の 追 加 徴 収  

 を 完 了 し た 。                           

   

 （ 今 後 の 対 応 ）                         

   河 川 敷 占 用 料 の 収 入 調 定 事 務 に つ い て  

 は 、 以 下 の と お り 対 応 す る 。             

 １   内 部 研 修 等 に よ り 関 係 規 程 の 理 解 を  

   徹 底 す る と と も に 、 誤 徴 収 の 起 こ っ た  

   事 例 を 参 考 と す る な ど 、 特 に 誤 り や す  

   い 箇 所 を 把 握 し た 上 で 適 正 に 占 用 料 を  

 算 定 す る 。                         

 ２   上 記 １ に よ り 担 当 課 長 等 に 対 し て も  

   関 係 規 程 の 理 解 を 図 っ た 上 で 、 新 規 の  

   占 用 許 可 時 に は 、 今 回 の 誤 徴 収 を 受 け  

   て 見 直 さ れ た チ ェ ッ ク シ ー ト に よ る 実  

  効 性 の あ る チ ェ ッ ク を 複 数 の 職 員 に よ  

  り 確 実 に 行 う 。                      

３   年 度 当 初 の 定 例 調 定 時 に は 、 占 用 料

  合 計 額 等 に つ い て 、 占 用 許 可 台 帳 と 占

  用 者 ご と の 一 覧 表 と の 突 き 合 わ せ を 行

  う 。                              

                                                                （ 監 査 総 務 課 ）  

                       

監 査 公 表 第 １ ８ 号  

令 和 ６ 年 ３ 月 22 日 監 査 公 表 第 1 0 号 に よ り 公 表 し た 監 査 結 果 に つ い て 、 地 方 自 治 法 （ 昭

和 2 2 年 法 律 第 6 7 号 ） 第 1 9 9 条 第 1 4 項 の 規 定 に 基 づ き 、 福 島 県 知 事 か ら 次 の と お り 措 置 状 況

の 通 知 が あ っ た の で 、 同 項 の 規 定 に よ り こ れ を 公 表 す る 。  

令 和 ６ 年 ７ 月 ９ 日  

福 島 県 監 査 委 員   満   山   喜   一  

福 島 県 監 査 委 員   三   瓶   正   栄  

福 島 県 監 査 委 員   渡   辺       仁  

福 島 県 監 査 委 員   高   橋   宏   和  

                                                            ６ 財 第 2 5 9 号  

                                                            令 和 ６ 年 ４ 月 3 0 日  

福 島 県 監 査 委 員   満   山   喜   一  

福 島 県 監 査 委 員   三   瓶   正   栄  
様  

福 島 県 監 査 委 員   渡   辺       仁  

福 島 県 監 査 委 員   高   橋   宏   和  

                                                  福 島 県 知 事   内   堀   雅   雄  

財 政 支 援 団 体 等 監 査 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て （ 通 知 ）  

令 和 ６ 年 ３ 月 1 5 日 付 け ５ 福 監 第 3 9 5 号 で 報 告 の あ り ま し た こ の こ と に つ い て 、 別 紙 の と

令和 6 年 7 月 9 日　 火曜日 福 島 県 報 号外第41号 2



─────────────────────────────────────────────────────────── 

 
 
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

お り 措 置 を 講 じ ま し た の で 、 地 方 自 治 法 第 1 9 9 条 第 14 項 の 規 定 に よ り 通 知 し ま す 。  

（ 別 紙 様 式 ）  

財 政 支 援 団 体 等 監 査 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て  

  監 査 対 象 団 体   公 立 大 学 法 人 会 津 大 学  

  監 査 対 象 年 度   令 和 ４ 年 度  

  監 査 実 施 年 月 日   令 和 ６ 年 １ 月 18 日  

 

指   摘   ・   勧   告   事   項 措   置   状   況  

 

「 指 摘 事 項 」                          （ 原 因 ）                               

  費 用 の 算 出 に つ い て 著 し く 適 正 を 欠 い   今 回 の 事 案 の 原 因 は 、 下 記 の と お り で  

て い る も の が あ る 。                    す 。                                   

 ①   科 学 研 究 費 助 成 事 業 を 廃 止 す る 際 の  

「 事 実 」                                間 接 経 費 の 返 還 額 算 定 に つ い て 、 現 年  

  2 0 2 1 年 度 科 学 研 究 費 助 成 事 業 （ 学 術 研   度 分 と 過 年 度 分 で 異 な る 取 扱 い と な る  

究 助 成 基 金 助 成 金 ） の 廃 止 に 伴 う 経 費 返   こ と の 確 認 が 不 十 分 で し た 。           

還 手 続 に 際 し 、 間 接 経 費 の 返 還 に 係 る 要 ②   ま た 、 担 当 者 の 変 更 が あ っ た 際 、 科  

件 を 十 分 に 確 認 せ ず 、 返 還 額 を 誤 っ て 算   学 研 究 費 助 成 事 業 の 廃 止 申 請 手 続 に 係  

定 し 手 続 を 行 っ た 結 果 、 正 当 な 額 を 超 え   る 引 継 ぎ が 不 十 分 で し た 。             

て 過 大 に 返 納 す る こ と と な っ た も の が あ ③   科 学 研 究 費 運 用 マ ニ ュ ア ル に 基 づ く  

る 。                                    担 当 課 内 の 複 数 人 に よ る 確 認 が 不 十 分  

  正 当 な 返 還 額     1 , 4 2 4 , 7 1 8 円      で し た 。                             

  誤っ て 算定し た返還額     1 , 7 3 5 , 1 3 4 円      

  過 大 返 還 額       3 1 0 , 4 1 6 円    （ 処 理 状 況 ）                           

 ①   指 摘 を 受 け た 事 実 の と お り 、 令 和 ４  

「 是 正 又 は 改 善 の 意 見 」                  年 ３ 月 31 日 付 け で 担 当 教 員 か ら 事 務 局  

  費 用 の 算 出 に 当 た っ て は 、 チ ェ ッ ク 体   企 画 連 携 課 へ 廃 止 申 請 が あ り 、 申 請 ど  

制 を 強 化 す る と と も に 、 関 係 規 程 に 基 づ   お り 補 助 団 体 （ 独 立 行 政 法 人 日 本 学 術  

き 適 正 に 行 う こ と 。                      振 興 財 団 （ Ｊ Ｓ Ｐ Ｓ ） ） へ 廃 止 申 請 を  

   行 っ た こ と 、 ま た 、 同 年 ６ 月 15 日 付 け  

   で 、 Ｊ Ｓ Ｐ Ｓ へ 別 途 、 当 該 科 学 研 究 費  

   の 実 施 状 況 報 告 書 を 提 出 し た こ と を 確  

   認 し ま し た 。                         

 ②   同 年 ７ 月 1 1 日 付 け で Ｊ Ｓ Ｐ Ｓ よ り   

   「 科 学 研 究 費 助 成 事 業 （ 学 術 研 究 助 成  

   基 金 助 成 金 ） の 廃 止 申 請 の 承 認 並 び に  

   こ れ に 伴 う 交 付 決 定 の 一 部 取 消 及 び 返  

   金 命 令 に つ い て （ 通 知 ） 」 を 受 理 し た  

   こ と を 確 認 し ま し た 。                 

 ③   上 記 通 知 を 受 け 、 同 年 ７ 月 13 日 付 け  

   で 、 返 還 手 続 （ 1 , 7 3 5 , 1 3 4 円 （ 直 接 経  

   費 1 ,3 3 4 ,7 1 8 円 、 間 接 経 費 4 0 0 ,4 1 6 円 ） ）   

   を 事 務 局 総 務 予 算 課 へ 依 頼 し た と こ ろ 、

   過 年 度 の 間 接 経 費 の 返 還 額 算 出 に つ い

  て 、 全 額 執 行 済 み と し て 返 還 不 要 だ っ

  た と こ ろ 、 直 接 経 費 の 残 額 （ 未 執 行  

  額 ） の 3 0 ％ に 相 当 す る 額 で 算 出 ・ 申 請

  し て お り 、 3 1 0 , 4 1 6 円 過 大 と な っ て い

  る こ と が 判 明 し た こ と を 確 認 し ま し た 。  

④   上 記 の こ と か ら Ｊ Ｓ Ｐ Ｓ へ 問 合 せ 及

  び 相 談 を し ま し た が 、 既 に 審 査 ・ 決 定

  し て い る 金 額 で あ る た め 修 正 不 可 と の

  回 答 が あ り 、 同 年 ７ 月 2 5 日 に 申 請 額  

  （ 1 , 7 3 5 , 1 3 4 円 ） ど お り 返 還 し た こ と

  を 確 認 し ま し た 。                    

 

（ 今 後 の 対 応 ）                        

①   私 学 ・ 法 人 課 に お い て は 、 当 該 法 人
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

  が 、 再 発 防 止 を 図 る た め 、 外 部 資 金 の

  取 扱 い に つ い て は 、 資 金 提 供 団 体 の 補

  助 マ ニ ュ ア ル ・ 手 引 き 等 を 十 分 に 確 認

  し た 上 で 返 還 手 続 を 行 う と と も に 、 複

  数 人 に よ る チ ェ ッ ク 体 制 の 下 、 適 切 な

  事 務 処 理 を 行 う こ と 、 ま た 、 事 務 処 理

  に お け る 注 意 事 項 等 を 明 文 化 し 引 継 ぐ

  と と も に 、 法 人 内 に て 事 例 ・ 事 務 処 理

  顛 末 の 共 有 化 を 徹 底 す る よ う 指 導 し て

  ま い り ま す 。                        

②   こ れ ま で の 財 政 支 援 団 体 等 監 査 の 措

  置 状 況 を 踏 ま え 、 留 意 す べ き ポ イ ン ト

  を 整 理 の 上 、 当 該 法 人 に 周 知 し 、 事 務

  処 理 誤 り が 生 じ な い よ う 未 然 防 止 に 努

め ま す 。                        

                                                                （ 監 査 総 務 課 ）  

                       

監 査 公 表 第 １ ９ 号  

令 和 ６ 年 ３ 月 22 日 監 査 公 表 第 ９ 号 に よ り 公 表 し た 監 査 結 果 に つ い て 、 地 方 自 治 法 （ 昭

和 2 2 年 法 律 第 6 7 号 ） 第 1 9 9 条 第 1 4 項 の 規 定 に 基 づ き 、 福 島 県 病 院 事 業 管 理 者 か ら 次 の と お

り 措 置 状 況 の 通 知 が あ っ た の で 、 同 項 の 規 定 に よ り こ れ を 公 表 す る 。  

令 和 ６ 年 ７ 月 ９ 日  

福 島 県 監 査 委 員   満   山   喜   一  

福 島 県 監 査 委 員   三   瓶   正   栄  

福 島 県 監 査 委 員   渡   辺       仁  

福 島 県 監 査 委 員   高   橋   宏   和  

                                                            ６ 病 第 9 5 号  

                                                            令 和 ６ 年 ５ 月 ８ 日  

福 島 県 監 査 委 員   満   山   喜   一  

福 島 県 監 査 委 員   三   瓶   正   栄  
様  

福 島 県 監 査 委 員   渡   辺       仁  

福 島 県 監 査 委 員   高   橋   宏   和  

                                        福 島 県 病 院 事 業 管 理 者   阿   部   正   文  

公 営 企 業 に 係 る 定 期 監 査 結 果 の 措 置 状 況 に つ い て （ 通 知 ）  

令 和 ６ 年 ３ 月 1 5 日 付 け ５ 福 監 第 3 9 4 号 で 報 告 の あ り ま し た こ の こ と に つ い て 、 別 紙 の と

お り 措 置 を 講 じ ま し た の で 、 地 方 自 治 法 第 1 9 9 条 第 14 項 の 規 定 に よ り 通 知 し ま す 。  

（ 別 紙 様 式 ）  

定 期 監 査 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て  

  監 査 対 象 団 体   ふ た ば 医 療 セ ン タ ー （ 附 属 病 院 ）  

  監 査 対 象 年 度   令 和 ４ 年 度  

  監 査 実 施 年 月 日   令 和 ６ 年 ２ 月 15 日  

 

指   摘   ・   勧   告   事   項 措   置   状   況  

 

「 指 摘 事 項 」                          （ 原 因 ）                               

  内 部 統 制 が 有 効 に 機 能 し て お ら ず 、 た １   た な 卸 資 産 の 管 理 等 の 事 務 手 続 に つ  

な 卸 資 産 の 在 庫 管 理 及 び 会 計 処 理 に 著 し   い て 総 勘 定 元 帳 を 所 管 す る 事 務 部 門 と  

く 適 正 を 欠 い て い る も の が あ る 。          た な 卸 資 産 出 納 簿 を 所 管 す る 薬 剤 部 門  

   で 正 確 に 理 解 さ れ て い な か っ た た め 、  

「 事 実 」                                こ れ ま で 、 総 勘 定 元 帳 と た な 卸 資 産 出  

  前 回 の 監 査 に お い て 、 「 た な 卸 資 産 に   納 簿 の 残 高 の 照 合 を 行 っ て き ま せ ん で  

つ い て は 、 随 時 、 実 地 た な 卸 を 行 い 現 在   し た 。                               

高 を 確 認 す る と と も に 、 管 理 、 経 理 に 当     こ の た め 、 毎 年 度 末 に 行 う べ き 消 費  

た っ て は 関 係 規 程 に 基 づ き 適 正 に 行 う こ   税 調 整 額 控 除 漏 れ の 累 積 な ど 期 末 残 高  

と 。 」 と 指 導 を 受 け た に も 関 わ ら ず 、 こ    に 不 一 致 が 生 じ て い た に も 関 わ ら ず 、  

の 内 容 が 事 務 部 門 と 薬 剤 部 門 と で 正 確 に   そ の 差 を 解 消 す る こ と が で き ま せ ん で  

理 解 共 有 さ れ ず 、 適 切 に 実 地 た な 卸 が 行   し た 。                               
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